
数学 科目名 履修学年

3

中田( 全ク ラ ス)

約13

約12

約6

約14

約15

約6

約14

約3

学
年
末
考
査

第
２
回

到
達
度

確
認
テ
ス
ト3

1

2

3

数学２   ２ 章　 連立方程式
　       １ 節.  連立方程式
　       ２ 節.  連立方程式の利用

　 ※　 三元連立方程式

第
１
回

到
達
度

確
認
テ
ス
ト

10
数学２   １ 章　 式の計算
　 　 　 　 ２ 節． 文字式の利用
数学１   ４ 章　 比例と 反比例
　 　 　 　 １ 節． 比例
　 　 　 　 ２ 節． 反比例

２
学
期
期
末
考
査

11

12 数学１   ４ 章　 比例と 反比例
        ３ 節． 比例と 反比例の利用

数学１   ２ 章　 文字と 式
　 　 　 　 ３ 節． 文字式の利用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ～夏期補習「 正の数・ 負の数」 「 文字式の計算」8

2

9
数学１   ３ 章　 １ 次方程式
　 　 　 　 １ 節． １ 次方程式
　 　 　 　 ２ 節． １ 次方程式の利用
数学２   １ 章　 式の計算
　 　 　 　 １ 節． 式の計算

２
学
期
中
間
考
査

評
価

区
分
２

1

4
　 　 　 　 　 　 　 ～準備～　 入学前課題の確認・ 算数の確認
数学１   １ 章　 正の数と 負の数
　 　 　 　 １ 節． 正の数と 負の数
　 　 　 　 ２ 節． 加法と 減法
　 　 　 　 ３ 節． 乗法と 除法
　 　 　 　 ４ 節． いろ いろ な計算

１
学
期
中
間
考
査5

数学１   ２ 章　 文字と 式
　 　 　 　 １ 節． 文字と 式
　 　 　 　 ２ 節． 文字式の計算
        ３ 節． 文字式の利用

１
学
期
期
末
考
査

6

学
期

月 学習内容・ 学習単元・ 学習到達目標等

時
間
数

評
価

区
分
１

7

学期末の
各観点比率(%)

約40% 約30% 約30%

授業計画

評価規準
授業や教科書などで学んだ基本的な内容
や概念， 原理・ 法則を 理解し ている。
問題に対し ， 学んだ知識を 利用し て， 適
切な計算を するこ と ができ る。

正負の数や文字式・ 方程式の知識な
どを 活用し ， それら を 組み合わせて
考察し よう と し ている。
自分の考えや解法を 正し く 表現・ 説
明し よう と し ている。

知識・ 技能や思考力， 判断力， 表現
力等を 身に付けるために， 粘り 強い
取り 組みを 行おう と し ている。

各観点の授業内
評価方法等

定期考査（ 基礎～標準問題）
授業内ミ ニテスト   など

定期考査（ 応用問題・ 発展問題）
レ ポート 　 など

授業内宿題の提出状況
毎日課題の取組状況
長期休暇中課題の取組状況　 など

学習目標
「 算数」 から 「 数学」 に変わるにあたり ， 「 数学」 を 学習する上での基本的な考え方を 身につける。
問題演習を 通し て効果的な自己添削の仕方を 学び， 中学数学の基礎計算技能を 習得する。
授業内ミ ニテスト を チェ ッ ク 機能と し て活用し ， 家庭での反復練習の習慣を つける。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

教科名 数学a 中学１ 年　 全ク ラ ス

単位数 使用教科書
教材等

　 教科書： こ れから の数学１ ・ ２ 　 （ 数研出版）
　 問題集： STEP演習　 中学数学１ ・ ２ 　 （ 数研出版）
　 その他： プリ ント など担当者



数学 科目名 履修学年

2

白岳

約10

約8

約4

約9

約11

3

1

　 数学２ 　 ５ 章　 三角形と 四角形
　 ２ 節.  四角形

学
年
末
考
査

第
２
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

2

3
約12

2

9 　 数学２ 　 ４ 章　 図形の性質と 合同
　 １ 節． 平行線と 角
　 ２ 節． 三角形の合同

２
学
期
中
間
考
査

第
１
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

10

　 数学２ 　 ４ 章　 図形の性質と 合同
　 ３ 節． 証明
　 数学２ 　 ５ 章　 三角形と 四角形
　 １ 節.  三角形

２
学
期
期
末
考
査

11

12

5

　 数学１ 　 ６ 章　 空間図形
　 １ 節． 空間図形
　 [ 発展] 立体の切断
　 ２ 節． 立体の体積と 表面積

１
学
期
期
末
考
査

1

4
　 数学１ 　 ５ 章　 平面図形
　 　 １ 節． 平面図形
　 　 ２ 節． 作図
　 　 ３ 節． 円
　 　 [ 発展] 三角形の外心・ 内心

１
学
期
中
間
考
査

6

7
　 数学１ 　 ７ 章　 データ の活用
　 １ 節． データ の整理と その活用
   ２ 節． 確率8

学習目標
　 科目名が「 算数」 から 「 数学」 に変わるにあたり ， 「 数学」 を 学んでいく 上での基本的な考え方を 身につける．
　 特に， 数学bでは， 図形の性質を 理解し ， 根拠を 明ら かにし ながら 論理的に解答を 記述でき るこ と を 目指す．
　 与えら れた学習のみだけではなく ， 自分で学習する姿勢を 身につける.

学
期

月 学習内容・ 学習単元・ 学習到達目標等

時
間
数

評
価

区
分
１

評
価

区
分
２

学期末の
各観点比率(%)

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

授業や教科書などで学んだ基本的な内容
や概念， 原理・ 法則を 理解し ている．
問題に対し ， 学んだ知識を 利用し て， 適
切な計算を するこ と ができ る．

平面図形や空間図形の知識を 活用
し ， それら を 組み合わせて考察し よ
う と し ている．
自分の考えや解法を 正し く 表現・ 説
明し よう と し ている．

知識・ 技能や思考力， 判断力， 表現
力等を 身に付けるために， 粘り 強い
取り 組みを 行おう と し ている．

50%

教科名 数学b

単位数 使用教科書
教材等

　 教科書： こ れから の数学１ ・ ２ 　 （ 数研出版）
　 問題集： STEP演習　 中学数学１ ・ ２ 　 （ 数研出版）
　 その他： プリ ント など担当者

中学１ 年　 全ク ラ ス

評価方法

授業計画

各観点の授業内
評価方法等

定期考査
宿題プリ ント

定期考査
授業課題
レ ポート 課題

授業態度
宿題の提出状況
授業内の振り 返り

評価規準

評価観点

30% 20%



科目名 履修学年 2年 組

　

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学２ 　 第３ 章　 「 １ 次関数」

１ 節. １ 次関数

２ 節. １ 次関数と 方程式

３ 節. １ 次関数の利用

14

数学３ 　 第１ 章　 「 式の計算」

１ 節. 多項式の計算

２ 節. 因数分解

３ 節. 式の計算の利用

11

　 　   　 1学期のまと め

2

数学３ 　 第２ 章　 「 平方根」

１ 節. 平方根

２ 節. 根号を ふく む式の計算

12

数学３ 　 第３ 章　 「 ２ 次方程式」

１ 節. ２ 次方程式

２ 節. ２ 次方程式の利用

17

　 　   　 2学期のまと め

2

数学３ 　 第４ 章　 「 関数y=ax² 」

１ 節. 関数y=ax²

２ 節. 関数の利用

　   　 2年生のまと め

16

学
年
末
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

教科名 

授業や教科書などで学んだ数学的な内容や概念，
原理・ 法則を理解し ている。 問題に対し ， 学んだ
数学的知識を利用し て， 適切な計算をするこ と が
でき る。

方程式や関数・ グラ フ の知識などを活用し ， それ
ら を組み合わせて考察するこ と ができ る。
自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明するこ と が
でき る。

知識・ 技能や思考力， 判断力， 表現力等を身に付ける
ために, 粘り 強い取り 組みを行っ ている。
粘り 強い取組を行う 中で， 自ら の学習を調整し よう と
し ている。

中学・高校

定期考査（ 計算問題） の得点

豆テスト ・ 小テスト の得点 定期考査・ 到達度確認テスト 等の記述内容 テスト 直し 等（ き ち んと 取り 組めている か）

STEPノ ート の取り 組み状況（ 自己添削）

9

10

学習目標

評価観点

評価規準

学期末の
各観点比率(%)

4

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

到
達
度
確
認
テ
ス
ト
①

30%

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

2

8

授業計画

1

到
達
度
確
認
テ
ス
ト
②

単位数 3単位

山﨑

教科書： こ れから の数学２ ・ ３

問題集： STEP演習　 中学数学２ ・ ３
使用教科書
補助教材等

数学 数学ａ

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

40% 30%

授業内活動（ 相互説明） 授業内活動（ 授業態度）

定期考査（ 活用） の得点

主体的に学習に取り組む姿勢

全

　 １ 年次に学んだ方程式や関数・ 比例・ グラ フ の概念を 拡張し 、 既習事項の理解を 深めながら 数学的に考察・ 創造し ていく 力を 養う 。
  自分の考えや解法を 正し く 表現し 、 場面に応じ て適切な計算処理を 正確に行える よ う になる 。
　 毎週の小テスト を 道し る べに自己添削を 習慣化し 、 学習者と し ての自律を 目指す。



科目名 履修学年 2 年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

数学３ 　 第５ 章　 相似

　 　 １ ． 相似な図形

　 　 ２ ． 平行線と 線分の比（ 三角形と 比）

9

　 　 ２ ． 平行線と 線分の比（ 中点連結定理， 平行線と 線分の比）

　 　 ３ ． 面積の比， 体積の比

　 　 ＜発展＞　 三角形の重心と 内心

8

復習

4

数学３　第６章　円

　　１．円　　

7

　 　 ＜発展＞　 円に関するいろ いろ な性質　 　

数学３ 　 第７ 章　 三平方の定理

　 　 １ ． 三平方の定理

　 　 ２ ． 三平方の定理の利用 9

復習

4

数学２ 　 第７ 章　 確率

図形問題総復習

10

2
学
期
　
　
　
期
末
考
査

学
年
末
考
査

学
期
　
　
　
中
間
考
査

学
期
　
　
　
中
間
考

3

1

2

3

2

9

10

11

12

学期末の
各観点比率(%) 40% 40% 20%

各観点の授業内
評価方法等

定期考査( 計算問題) の得点 定期考査( 証明問題など) の得点 問題集ノ ート の提出状況( 自己添削)

小テスト の得点 宿題・ 小テスト の途中記述 授業内活動( 授業態度)

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4

8

授業計画

5

6

7

授業内活動( 相互説明)

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

授業や教科書などで学んだ数学的な内容や概念，
原理・ 法則を理解し ている。
問題に対し ， 学んだ数学的知識を利用し て， 適切
な処理をするこ と ができ る。

図形の性質や関係性の知識などを活用し ， それら
を組み合わせて考察するこ と ができ る。
自分の考えや解法を正し く 表現・ 説明するこ と が
でき る。

知識・ 技能や思考力， 判断力， 表現力等を身に付ける
ために， 粘り 強い取り 組みを行っ ている。
粘り 強い取り 組みを行う 中で， 自ら の学習を調整し よ
う と し ている。

評価方法

教科名 数学 数学ｂ 中学・高校 全

単位数 2単位
使用教科書
補助教材等

教科書： こ れから の数学２ ・ ３

担当者 下邨・ 相澤
問題集： STEP演習　 中学数学２ ・ ３

その他： プリ ント など

学習目標

与えら れた学習のみではなく ， 自分で学習する 姿勢を 身につける こ と を 目指す。 図形の性質を 理解し ， 根拠を 明ら かにし ながら 論理的に
解答を 記述でき る こ と を 目指し ， 正し く 数値計算を 行える よ う 反復練習を 行う 。



科目名 履修学年 3　年 A ～ 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

中　 間　 考　 査

期　 末　 考　 査

中　 間　 考　 査

期　 末　 考　 査

学　 年　 末　 考　 査

期
末
考
査

約
15

約
17

約
13

約
18

中
間
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

40% 30% 30%

　 方程式や関数・ グラ フ の概念を 拡張し 、 既習事項の理解を深めながら 数学的に考察・ 創造し ていく 力を養う 。
  自分の考えや解法を正し く 表現し 、 場面に応じ て適切な計算処理を正確に行えるよう になる。
　 毎週の小テスト を道し るべに自己添削を 習慣化し 、 学習者と し ての自律を目指す。

5

・ 教科書の定義・ 定理・ 公式を理解し ， それら を活
用し て問題が解けるか。
・ 高校数学に耐えう る計算力が身についているか。

・ 公式をそのまま利用するだけでは解けないよう な問
題に果敢に挑戦でき るか。
・ 途中過程などを含めて， 数学の答案を記述でき てい
るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を図れ
ているか。
・ 自ら の学習を調整し よう と し ているか。

定期考査（ 計算問題・ 公式利用問題） の得点

夕テスト の得点

問題集ノ ート の取り 組み（ 自己添削・ 解き 直し ）

授業内活動（ 相互説明・ 別解発表） 授業内活動（ 参加姿勢・ 振り 返り ）

定期考査（ 活用） の得点

到
達
度
確
認
テ
ス
ト
②

到
達
度
確
認
テ
ス
ト
①

約
12

学
年
末
考
査

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

夏休み課題

学期末の
各観点比率(%)

各観点の授業内
評価方法等

2

春期講習会　 春休みの課題

11

12

冬休み課題

3

3

1

数学Ⅰ  第5章 データ の分析

2

9
数学Ⅰ　 第3章  2次関数
　 3節. 2次方程式と 2次不等式
数学Ⅰ　 第4章  図形と 計量
　 1節. 三角比

10

数学Ⅰ　 第4章  図形と 計量
　 2節. 三角形への応用

8

1

4 数学Ⅰ  第1章  数と 式
  1節. 式の計算
　 2節. 実数
  3節. 1次不等式

6 数学Ⅰ　 第3章  2次関数
　 1節. 2次関数と グラ フ
　 2節. 2次関数の値の変化

7

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

評価方法

教科名 数学 数学Ⅰ 中学・高校 E

単位数 3単位
使用教科書
補助教材等

数研出版　 NEXT数学Ⅰ

担当者 林・ 光岡
数研出版　 CONNECT数学Ⅰ+Ａ

学習目標



科目名 履修学年 ３　年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

【 数学Ａ 】 準備　 集合

【 数学Ａ 】 第１ 章　 場合の数と 確率

　 第１ 節　 場合の数

14

　 第２ 節　 確率

17

夏期講習会

【 数学Ⅰ】 第２ 章　 集合と 命題

【 数学Ａ 】 第２ 章　 図形の性質

　 第１ 節　 平面図形（ 途中まで）

13

　 第１ 節　 平面図形（ 途中から ）

　 第２ 節　 空間図形

20

【 数学Ａ 】 第３ 章　 数学と 人間の活動

16

学習目標 数学Ａ の「 確率」 「 図形」 「 整数」 などを 通し て， 計算力だけではなく ， 論理的に考える 力を 養う 。
数学の解答の書き 方を 学び， 答えにたどり 着く 過程を し っ かり と 記述でき る よ う にする 。

単位数 ３ 単位
使用教科書
補助教材等

教科書： 　 数研出版　 NEXT数学Ａ ， NEXT数学Ⅰ
問題集： 　 数研出版　 CONNECT数学Ⅰ＋Ａ担当者 府川， 高橋

教科名 数学 数学Ａ 中学・高校 Ａ～Ｅ

学期末の
各観点比率(%) 約80％ 約20％

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準 ・ 教科書の定義・ 定理・ 公式を理解し ， それら を活
用し て問題が解けるか。

・ 公式をそのまま利用するだけでは解けないよう な問
題に果敢に挑戦でき るか。
・ 途中過程などを含めて， 数学の答案を記述でき てい
るか。

・ 自宅学習にし っ かり と 取り 組み、 学習内容の定着を図れ
ているか。
・ 自分の課題などを把握し 、 どのよう に改善し ていく かを
自分で考えら れるか。

各観点の授業内
評価方法等

主に定期考査の得点で評価する 。 ２ ， ３ 学期は到達度確認テスト の得点も 考慮する 。 ま
た， 小テスト への取り 組みも 考慮する 。

主に問題集ノ ート 提出やプリ ン ト 課題の提出に
よ っ て評価する 。
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